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 (結果)  
妖怪文化の活用には既存のコンテンツを活用した物語消費型の手法と新しいコンテンツを創造する
物語創作型の手法とがあるという見解にもとづき、戦後の日本における妖怪文化の活用が、既存の物
語を活用する段階から次第に地域住民の主体性を回復していく過程にあることを明らかにした。 
 
(考察) 
従来の妖怪文化の活用の多くが既存の伝承あるいは地域の外側から持ち込まれた大衆文化に基
づく物語消費型の構造を持っていたのに対して、地域住民の手によって妖怪存在を再創造する物語
創作型の事例では、地域を表現する手段として妖怪文化が活用されている。特に、地域住民が、物
語の消費者（受け手）から作者（語り手）への移行がなされることで、伝承の主体性の創造的回復
を達成することができると結論付づけた。 
 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
本論文は、芸術支援学の観点から妖怪文化の現代的活用について明らかにしたものであり、妖怪
と地域社会の関係に関する精緻な調査に裏付けられた労作である。特に、妖怪文化の創造における
地域住民の主体性の重要さを指摘した点は、妖怪研究の領域にとどまらず、広く地域文化の創造に
向けた新たな学問領域の構築をも視野に入れた意欲的な研究姿勢として高く評価しうる。 
 
平成２６年１月９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（芸術学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
